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（評価結果） 

Ａ－ （研究領域の設定目的に照らして、概ね期待どおりの進展が認められるが、一部に遅れが

認められる） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域では、個々の計画研究や計画研究間の融合研究等は進捗しており、水というヒトにとっ

て不可欠な対象について、体系的に取扱う道筋を教育実践まで含めて示したことは評価でき、九州大

学大学院での水共生学コースの設置は大きな成果である。 

一方、揺らぎの場からの水共生学をどのように組み上げていくのかの道筋が、現時点でもなお明瞭

に見えてこない。研究領域全体としての連携がいまだ不十分で、今後グループ間の更なるまとまりが

期待される。研究グループ相互のブリーフィング、議論の共有をより一層進められたい。 

地球圏、人間圏、生物圏間の課題の解決はしばしばトレード・オフの関係にあり、どれを重視する

のかを一つの尺度で判断することは困難である。その解決のためには単に総合指標を示すだけではな

く、民主的な手続、政治的な解決プロセスと接合を可能にするなどの道筋を示し、水をめぐる国際政

治あるいは国際経済的な分析と研究成果の世界への発信にも心がけていただきたい。本研究領域の研

究期間終了時には、単なる人間活動の水環境への影響を限定せずに、「ゆらぎ」の把握からどのよう

に水共生学が構築されるかの提示が期待される。 

 


